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近年、在留外国人は増加傾向である。在留外国人らが日本で生活する上で日本語の習得

が必要となってくるが、そのような彼らの日本語習得に「やさしい日本語」の考え方は有

効であると考える。「やさしい日本語」とは、外国人（非日本語母語話者）にとってわかり

やすく、外国人（非日本語母語話者）のための日本語のことだと言えるが、「外国人側だけ

に日本語習得の負担を押し付けるのではなく、日本人側も「相手に伝わりやすい日本語と

は何か」と常に自問していく必要性がある」（庵他 2011:115）と考えられる。 

日本では地震や台風など自然災害が多く、こういった災害がいつ発生するかわからない。

災害が発生した際の非日本語母語話者への情報は、「外国人にわかりやすく、かつ情報を伝

える側にとっても、正確、的確、かつ迅速に」（佐藤 2016:1）伝えられなければならない

が、「やさしい日本語」の知識がない日本語母語話者でも、近隣住民であったり職場の同僚

であったりする非母語話者に対して、命を守るための情報を正確に作り、迅速に伝えると

いうことは必要不可欠となる。 

また、緊急非常時だけではなく、今後さらに多文化共生社会が進み、様々な国・地域出

身の、多様な言語や文化・習慣を持つ人々と接触する機会が増えていくにしたがって、彼

らとコミュニケーションを取る手段として「やさしい日本語」を使用するということは有

効だと考えられる。しかし、現在、日本社会において「やさしい日本語」というものの認

知度がまだまだ低いという現状があり、しかも、一言で「やさしい日本語」と言っても、

普段、非日本語母語話者との接触機会の少ない日本語母語話者にとって容易に使いこなせ

るというものではないといえる。 

 そこで、本研究では研究課題として、以下の２点を設定した。 

（1）「非母語話者と接触機会の多い母語話者」と「非母語話者との接触機会の少ない母語

話者」は、どのようなプロセスをたどって、いわゆる「普通の日本語」から「やさしい日

本語」に変換するのだろうか 

（2）「非母語話者と接触機会の多い母語話者」と「非母語話者との接触機会の少ない母語

話者」では、思考の過程に違いはあるのだろうか 

そして、「やさしい日本語」に変換する際に、どのような点を難しいと感じるのか、また

何が困難なものにしているのかの原因について明らかにし、非母語話者と接触機会の少な

い母語話者が「やさしい日本語」を使って、非母語話者と日本語でコミュニケーションを

取ったり、非母語話者へ情報を発信したりできるようになる一助となることを期待する。 

 調査は、調査協力者 6 名（非母語話者と接触機会の多い母語話者（FCN）３名、非母語

話者との接触機会の少ない母語話者（LCN）３名）を対象に行った。調査協力者６名に「熱

中症予防」について書かれたテキストを発話思考法（think-aloud 法）によって「普通の日

本語」から「やさしい日本語」へ変換してもらった。そして、その際の文字化したプロト

コルから、語彙と文法の難易度をはかり、変換の際に使用した機能を 13 のカテゴリーに

分類した。その後、「やさしい日本語」に変換する際にどのように考え、どのような方法を

駆使しているかについて調査協力者６名一人ひとりについて分析を行った。また、課題終

了後に行った回顧法的インタビューの文字化したデータを KJ 法によってグルーピングし、

「やさしい日本語」への変換に対する調査協力者の認識について分析を行った。分析をま

とめると以下のようになる。 

・ 語彙のレベルと文法の項目からみて、やさしくなった程度に差異があるものの、６名
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全員「やさしい日本語」への変換に成功したといえる。 

・ 調査協力者６名が「言い換え」を最も多く使用することで、「やさしい日本語」に変換

していた。そして、どのような方法で「やさしい日本語」に変換していたかには個人差

があり、各々の方法で変換を行っていた。 

さらに、FCN3 名と LCN 3 名とでみられた傾向や特徴について比較し、考察を行った。 

・非母語話者と接触機会の多い調査協力者（FCN）： 

用いた例が相手に理解されるかといった疑問は残るが、「言い換え」、「例示」、「飛ば

し」、「ジェスチャー」等を使用しておおむね滞りなく「やさしい日本語」への変換を行っ

た。 

・ 非母語話者と接触機会の少ない調査協力者（LCN）：  

   「言い換え」、「例示」を使用し変換を行っている一方、難しい文（語彙）への葛藤が

生じていたり、異なる意味合いととられかねない文への変換がみられた。 

 また、インタビューデータから、FCN と LCN とで、「課題終了後の認識」についての発

話の有無、内容に違いがみられた。 

・ FCN と LCN ともに「気づき」と「自己能力への言及」についての発話が見られたが、

発話の内容に差異があった。 

・ LCN のみ、「元のテキストに関しての言及」と「調査方法に関しての言及」の発話が

あった。 

以上の結果、分析から、「やさしい日本語」についての知識や経験がなくても、非母語話

者と接する機会に遭遇した場合には、まずはやってみることが重要であるといえる。「やさ

しい日本語」への理解や知識があるに越したことはないが、「やさしい日本語」への理解や

知識がない人でも、相手への配慮や尊敬の気持ちを持って、まずは非母語話者とコミュニ

ケーションを取ってほしいと考える。 
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